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34歳以下の若年者胃癌の検討

一妊娠分娩の影響―
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大阪成人病センターで1981年までに手術した34歳以下の胃癌113例中,男 性は50例 (男性全体の

2.5%),女 性は63例 (7.4%)で 女性は非常に高率であった (p<0,05)。男性は早期癌 (男性中46%,

女性中26%,pく 0.05)が高率で,女 性はstage IV進行癌 (男性中16%,女 性中33%,p<0.05)が 高

率であった。女性の分娩歴を調査したところ,分娩から手術までの期間が短いほどstage IVが高率で

(分娩後 2年未満38%, 2年 ～6年末満40%, 6年 以上29%),妊 娠経験のないものは男性とほぼ同じ

率を示した (13%).妊 娠,分 娩は若年女性胃癌の進行に影響を与えていると考えられた.

索引用語 :若年者胃癌,妊 娠と胃癌

はじめに

若年者胃癌 として,今 まで大体30歳までの患者を

扱ったものが多かったが,若年者の環境を考えるとき,

女性の妊娠,分 娩は若年者 と切 り離 しては考えられな

い。当科で手術を受けた女性患者の妊娠 。分娩歴を調

べると,そ の大部分は34歳以下で経験しており,今 回

はこのような環境を考えて,34歳 以下の若年者胃癌を

対象にして臨床的,病 理組織学的に検討 した。

対象 と方法

大阪府立成人病センターで昭和56年末までに手術し

た胃癌2,850例中,34歳 以下の症例113例 (男性50例,

女性63例)4%を 対象として,肉 限型,組 織型, リン
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パ節転移移度,深達度,stageな どについて,男女別に,

あるいは35歳以上の症例 との比較を行った。また,34

歳以下の女性患者中,昭 和42年以降の症例について妊

娠,分娩歴を調査し,明らかになった50例(判明率96%)

について,分 娩から手術までの期間 と肉眼型,進 行度

などの関係について検討した。

成  績

34歳以下の手術例113例中,女 性は63例(女性全体の

7.4%)で 男性の50例 (男性全体の2.5%)に くらべて

症例数が多く,そ れぞれの胃癌症例の中で占める比率

も高かった (p<0.05)(表 1).

肉眼型を比較すると(表 2),34歳 以下の女性は (早

期型29%,早 期型類似進行癌16%,Borrmam 1 2%,

BOrr.25%,Borr.335%,Borr.413%),男 性

(46%, 4%, 0%, 4%,31%,13%)に くらべて,
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女 性 47.2%a  悌 物物ね01296b物擁物

＼
男性 688%θ テ

a,b:P<o,o5

早期型が非常に少なく (p<0.05),逆 に早期型類似進

行癌が高率であった (p<0,05)。また,3orrmam 4

型は男女差を認めなかった。35歳以上では早期癌はや

や女性に高率で,Borrmann 4型 も女性に高率であっ

ヴそこ.

組織型の比較では (表3),34歳 以下の女性は por,

sigの低分化癌が高率で,pap,tubの 分化型癌は低率

であったが,35歳以上ほど,著明な差は認められなかっ

日消外会誌 17巻

表 4 深 達度の比較

表 5 stageの 比較

P<0.05

ブと .

深達度をみると(表 4),34歳 以下の女性は mが 少な

かった (女13%,男 33%ip<0.05)。 一方,35歳 以上

では m癌 に男女差はなく,pmで は男性が高率であっ

た (女9`5%, 男 13.4%:p<0.05).

リンパ節転移頻度を比較すると,女 性は男性にくら

べてやや転移率が低 く (n(+)女 44%,男 48%), こ

れは35歳以上でも同様であった (女45%,男 46%).

次いで,非 切除例を含めて進行度を比較すると (表

5),34歳 以下の女性は stage Iが少なく (女性29%,

男性44%:p<0.05),stage IVが 非常に高率であった

(女性32%,男 性16%:p<0.05).ま た,非 切除になっ

た症例は女性に高率であった (女性13%,男 性 4%:

p<0,05).35歳 以上ではこの傾向は明らかではなかっ

た。

次に,34歳 以下の女性について,妊 娠分娩歴を調査
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表 1  対  象

1961年～1981年までの胃病手術2850例中

34才以下の症例  113例 (〕13/2850:40%)
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表 2 肉 眼型の比較
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女性 29%Ⅲ  l16X;
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男性 46%Ⅲ

35才以上

a,b:P<o.o5
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表 3 組 織型の比較

分 化 型
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表 6 妊 娠 ・分娩歴の調査

1967年～1981年の胃滴手術例中,

34才以下の女性について妊娠 ・

分娩歴を調査した(判明率96%)

分娩から手術
までの期間

対象数 平 均年令

表 8 妊 娠 ・分娩との関係 (stage)

1967～1981年までの34才以下の女性で妊娠 ・分娩歴の
判明した50例について

5年      10年

術後経過年数

た (pく0.05).

相対生存率の比較をすると,34歳 以下では,女 性は

男性に くらべて不良で (5生 率は女性60.3%,男 性

61.5%;10生 率は女性55,2%,男 性56.3%),35歳 以上

においても女性は男性よりも不良であった (5生 率は

女性64.9%,男 性68.5%,10生 率は女性64.4%,男 性

(1)～2年 未満

12)2年 ～6年 未満

(引6年 以上

m)妊娠歴なし

13例 30.2才

15例 30。2才

7例 31.6オ

15例 2&9才

四
ぺ
田
四
□

,

50例  299才

表 7 妊 娠 ・分娩との関係 (肉眼型)

a:早 期類似進行穂

b:Borrmann

し, これを次の 4群 に分けた(表 6)。 (1)分 娩後 2年

末満内に手術を受けたもの13例(平均年齢30.2歳),(2)

2年 ～6年 末満内に手術を受けたもの15例 (30.2歳),

(3)6年 以上後に手術を受けたもの 7例 (31.6歳),(4)

妊娠経験のないもの15例 (28,9歳)で あった。

これら各群の肉眼型を比較すると (表 7),(1)群 は

(4)群に比べて早期型の占める割合が少な く ((1)群

11%,(4)群 53%:p<0.05),BoIコ nann 3型 が多かっ

た.ま た(4)群の各肉限型の占める割合は,(1)～ (3)群

のどれよりも男性の肉眼型に最も近似していた。

次に,進 行度について比較すると (表 8),(1)群 は

(stage 1 23%,I115%,H123%,IV 38%),(4)群 (I

60%,110%,II1 27%,IV 13%)に くらべて stage

Iが少なく,stage IVが 高率であった (p<0,05)。 ま

た,(4)群 の各 stageは ,男 性の stageと 同じ傾向を示

した。非切除率は,(1)群 31%,(2)群 0%,(3)群 14%,

(4)群 0%で ,(1)群 と(2),(4)群 の間に有意差を認め
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図1 手 術後の生存率

(34才以下と35才以上の症例の比較)
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図 2 手 術後の生存率

(分娩後手術までの期間別にみた生存率)
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術後経過年数

67.3%)(図 1)。また,34歳 以下では,術 後 2～ 4年

で男女生存率の差が最も著明であるが,35歳以上では,

男女ほぼ同様の曲線を描き, 4～ 5年後に差が明らか

になってくる。分娩後手術までの期間別の生存率を比

較すると(図2),5生 率は(1)群54%,(2)群 58%,(3)

群71%,(4)群 86%で , とくに(1)群は 1年以内の死亡

が高率であった。

考  察

若年者胃癌についての報告は既に多数みられ,大 体

30歳以下 (あるいは未満)と 定義 しているようである

が1)～ゆ,なぜ30歳と決められたのかはっきりしない。生

理的特徴からみた者年者は,思 春期 とそれにつづ く生

殖活動の時期に代表 されるものと考えられ, 胃癌の発

生,増 殖もこのような環境を基にして考えられるべき

である。性比についてみると,大阪府昭和53年度の胃癌

罹患率はり,20～24歳で男 t女 =2.0:2.1,25～ 29歳で

3.6:5.1,30～ 34歳で80:13.2(い ずれも人口10万人

に対 して)と 女性の罹患率がこの年代でのみ高率に

なっている。これに対して,小 児科領域での胃癌の報

告をみると51-り
,15歳 以下の胃癌では性比は111と さ

れている。以上のことから,思 奉期およびそれ以前の

年齢では,性 差がなく,思 春期をすぎると女性で高率
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になり, さらに高齢になると,男 性が女性の 2倍 以上

の罹患率をもつようになるといえる。

このようなことから,若 年者胃癌を考えるとき,女

性 と男性を別々に検討する必要があ り,ま た, この時

期では女性がノヽイリスクであるので,その原因に妊娠,

分娩が関与 していることが十分考えられる。

若年者胃癌の特徴 として,肉 眼型では Borrmann 4

型が多 く,組 織型では低分化型 (por,sig)が高率であ

ることは男性,女 性ともにみとめられた.こ れ以外の

事項に関しては,男 性の場合は大体35歳以上 と同様で

あるが,女 性の方には特徴がみられた。すなわち,早

期癌が少ない(これは主として m癌 が少ないことによ

る),早期型類似進行癌が多い,stage IVが高率で,非

切除率が高いなどである。このことから,若 年者では

罹患率の差以外に,癌 の増殖にも男女差があるのでは

ないかと考えられた。

妊娠,分娩 との関係をみると,妊 娠歴のないものは,

肉眼型,進 行度において男性とほぼ同様であるが,妊

娠 ・分娩間もなく (2年 未満)胃 癌手術を受けたもの

に進行度の高いものが多 く, さきに述べた若年女性胃

癌の特徴は, この群に代表されるようである。

妊娠 ・分娩 と癌についての報告をみると,本 邦では

主として婦人科領域で症例報告がみられ,い ずれも進

行癌で,非 切除になるものが多いとされている。り.

Heissら1いは妊娠分娩は癌の発生進展を促進すると報

告 している。また,BorOnowら 11)はむしろ抑制すると

報告 している.こ れには妊娠中には胃漬瘍が治る傾向

がみ られ こ とも理 由にあげ られ るで あ ろ う121.

McGowannら 1"は妊娠,分娩は癌の発生進展に無関係

であるとしている。これには,妊 娠中は胃症状が妊娠

にともなう症状 とみなされた り,妊 娠中はレン トゲン

検査などが受けられ難いなどの理由があげられる。こ

の点について,わ れわれの調査では,分 娩後 2年 未満

の進行癌息者の うち(BOrrmann 3型 が多い),妊 娠以

前より心筒部痛など自覚症状のあった者は30%に すぎ

ず,報 告されている癌の発育1つよりも進行が速いので

はないかと考えられた。

われわれの今回の検討の結果から,妊 娠,分 娩が癌

の発生を促進 しているかどうかは尚不明であるが,妊

娠,分 娩が癌の発育を促進することを示唆するもので

あると考えられた。

結  論

大阪成人病センターで1981年までに手術した34歳以

下の胃癌113711について女性 と男性胃癌の特徴を比較

24(860) 34歳以下の若年者胃痛の検討
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した。男性は50例 (男性全体の2.5%)で あったのに対

し,女 性は63例 (女性全体の7.4%)で ,34歳 以下の若

年者では女性が非常に高率であった (p<0.05).

肉限型では,早 期癌は男性に高率 (男性中46%,女

性中26%,p<0.05)で あったが,Borrmann 4型 はほ

ぼ同率であり(男性の15%,女 性の13%),組 織型では

性差は明らかではなかった。進行度では,男 性(stage

144%, stage I1 12%, stage II1 28%, stage IV 16%)

に対し,女 性 (126%,I113%,II1 28%,IV 33%)

は stage IVが 非常に高率であった (p<0.05).

この原因に女性の妊娠 ・分娩が関与しているのでは

ないかと考えて調査 したところ,分 娩から手術までの

期間が短いほどstage IVが 高率で (分娩後 2年 未満

38%,2年 ～6年 未満40%,6年 以上29%),妊 娠経験

のないものは男性 とほぼ同じ率を示した (13%)。

この研究の1部は厚生省高山班による.
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